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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当社は、高品質な自社開発パッケージソフトを核とした利益率の高いソリューションビジネスと、顧客増加に伴

うサポート及びクラウドサービス提供による持続発展的なストックビジネスの両輪で事業に取り組んでおり、当第

１四半期連結累計期間におきましては、売上が第２四半期及び第４四半期に集中するため営業損失ではあります

が、計画を上回る売上、営業利益を達成することができました。 

学園ソリューション事業におきましては、主力製品である『キャンパスプラン.NET Framework』が引き続きユー

ザから高い支持を得て販売実績を伸ばしました。加えて、新年度からの学校法人会計基準の制度変更に向けた各ユ

ーザへの納品作業・サポートも順調に進めることができ、計画を上回る売上を計上いたしました。また、新規に取

組んでおります『キャンパスプラン for Azure』や、保護者向けWebサービス『アンシン サイト』も開発を予定通

り進めております。 

ウェルネスソリューション事業におきましては、民間のフィットネスクラブ・公共の体育施設に会員管理システ

ム『Hello』を販売しており、当期は大手指定管理者が受託する複数の体育館への納入を開始しました。また、期

首より営業活動を開始したアンチエイジングサービス『Weldy Cloud』の引き合いが活発で、４月リリースに向

け、体育館、介護予防施設、メディカル系フィットネス施設からの受注を順調に増やしております。 

公立小中高校向け校務支援サービス『School Engine』のサービス提供を行っている公教育ソリューション事業

におきましては、自治体における予算措置を具体化する案件が増加しております。当社がトップシェアを占める公

立高校向けの都道府県案件だけでなく、今後は小中学校向けの市町村案件につきましても受注を増やすよう営業を

強化してまいります。 

公会計ソリューション事業におきましては、昨年リリース致しました、総務省の新統一基準に対応した地方公会

計パッケージソフト『PPP(トリプル・ピー) Ver.4 新統一基準対応版』の営業展開に注力しております。自治体の

新年度での受注獲得を進めておりますが、さらに自治体の取組を喚起するために、固定資産台帳システムの提案を

突破口に取組みを強めてまいります。 

ソフトエンジニアリング事業におきましては、『規程管理システム』及び『契約書作成・管理システム』の拡販

を行い、客先からの引き合いが順調に増加しております。 

保険薬局向け事業を営んでいる株式会社シンクにおきましては、引き続き保守サポート収入を安定的に確保いた

しました。 

株式会社新公会計研究所におきましては、自治体の年度末に向けて計画通り作業を進めております。 

これらの結果、当第１四半期連結累計期間の業績は、売上高348,171千円（前年同期比26.4％増)、営業損失

187,619千円(前年同期は営業損失142,866千円）、経常損失189,355千円（前年同期は経常損失145,632千円）、四

半期純損失109,294千円（前年同期は四半期純損失72,778千円）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明

 当第１四半期連結会計期間末における資産は、前連結会計年度末に比べて42,375千円減少して3,109,395千円と

なりました。流動資産の残高は1,229,089千円であり、主な内訳は、現金及び預金362,655千円、受取手形及び売掛

金598,834千円であります。固定資産の残高は1,880,306千円であり、主な内訳は、土地420,300千円、ソフトウェ

ア395,821千円、ソフトウェア仮勘定441,238千円であります。

 負債は、前連結会計年度末に比べて81,092千円増加して1,736,073千円となりました。流動負債の残高は

1,056,755千円であり、主な内訳は、支払手形及び買掛金257,693千円、短期借入金450,000千円であります。固定

負債の残高は679,317千円であり、主な内訳は長期借入金398,482千円であります。

 純資産は、前連結会計年度末の残高より123,468千円減少して1,373,322千円となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 当社は顧客の事業年度に合わせて製品・サービスを納入、稼動させる必要があることから、業績が毎年第２四半

期及び第４四半期に偏重する傾向にあります。当第１四半期連結会計期間の業績につきましても、計画通りに進捗

しており、平成26年12月15日に公表いたしました業績予想からの変更はございません。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 該当事項はありません。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 該当事項はありません。

 

３．継続企業の前提に関する重要事象等

 該当事項はありません。
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４．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年10月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成27年１月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 320,119 362,655 

受取手形及び売掛金 795,685 598,834 

たな卸資産 45,259 105,231 

繰延税金資産 72,078 150,501 

その他 15,428 14,691 

貸倒引当金 △3,448 △2,824 

流動資産合計 1,245,123 1,229,089 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 168,957 165,727 

土地 420,300 420,300 

その他（純額） 5,298 5,452 

有形固定資産合計 594,557 591,480 

無形固定資産    

のれん 120,781 116,617 

ソフトウエア 455,460 395,821 

ソフトウエア仮勘定 402,916 441,238 

その他 2,080 2,080 

無形固定資産合計 981,239 955,758 

投資その他の資産    

投資有価証券 38,691 38,210 

繰延税金資産 39,096 40,820 

その他 253,062 254,037 

投資その他の資産合計 330,850 333,067 

固定資産合計 1,906,647 1,880,306 

資産合計 3,151,770 3,109,395 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年10月31日) 
当第１四半期連結会計期間 

(平成27年１月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 211,208 257,693 

短期借入金 300,000 450,000 

1年内返済予定の長期借入金 117,176 121,576 

1年内償還予定の社債 35,000 35,000 

未払法人税等 13,055 1,649 

賞与引当金 － 17,401 

サポート費用引当金 154 87 

その他 262,697 173,348 

流動負債合計 939,291 1,056,755 

固定負債    

社債 96,000 85,500 

長期借入金 428,476 398,482 

退職給付に係る負債 111,347 114,605 

役員退職慰労引当金 73,033 74,069 

その他 6,831 6,660 

固定負債合計 715,688 679,317 

負債合計 1,654,980 1,736,073 

純資産の部    

株主資本    

資本金 484,260 484,260 

資本剰余金 619,313 619,313 

利益剰余金 391,297 268,334 

自己株式 △555 △555 

株主資本合計 1,494,316 1,371,353 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 2,474 1,969 

その他の包括利益累計額合計 2,474 1,969 

純資産合計 1,496,790 1,373,322 

負債純資産合計 3,151,770 3,109,395 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年11月１日 

 至 平成26年１月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年11月１日 
 至 平成27年１月31日) 

売上高 275,531 348,171 

売上原価 228,891 337,210 

売上総利益 46,639 10,960 

販売費及び一般管理費 189,506 198,580 

営業損失（△） △142,866 △187,619 

営業外収益    

受取配当金 349 380 

未払配当金除斥益 160 150 

受取手数料 113 101 

償却債権取立益 128 124 

その他 1 10 

営業外収益合計 753 767 

営業外費用    

支払利息 2,884 2,190 

支払保証料 634 291 

その他 0 20 

営業外費用合計 3,519 2,503 

経常損失（△） △145,632 △189,355 

特別損失    

役員退職功労加算金 5,000 - 

特別損失合計 5,000 - 

税金等調整前四半期純損失（△） △150,632 △189,355 

法人税、住民税及び事業税 4,018 845 

法人税等還付税額 － △1,037 

法人税等調整額 △81,872 △79,868 

法人税等合計 △77,853 △80,060 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △72,778 △109,294 

四半期純損失（△） △72,778 △109,294 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第１四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第１四半期連結累計期間 
(自 平成25年11月１日 

 至 平成26年１月31日) 

当第１四半期連結累計期間 
(自 平成26年11月１日 
 至 平成27年１月31日) 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △72,778 △109,294 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △171 △505 

その他の包括利益合計 △171 △505 

四半期包括利益 △72,950 △109,800 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △72,950 △109,800 

少数株主に係る四半期包括利益 － － 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第１四半期連結累計期間（自 平成25年11月１日 至 平成26年１月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円） 

  報告セグメント 
その他 
（注１） 

合計 
調整額 

（注２） 

四半期連結損益 
計算書計上額 
（注３）  

ソフトウェア 
事業 

売上高          

外部顧客への売上高 245,369 30,161 275,531 － 275,531 

セグメント間の内部売上高
又は振替高 

－ 5,934 5,934 △5,934 － 

計 245,369 36,096 281,465 △5,934 275,531 

セグメント利益又は損失(△) △103,332 15,826 △87,506 △55,360 △142,866 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、各種広報宣伝の企画・

制作、テナント賃貸、コンサルティング等の業務を行っております。

２．セグメント利益又は損失(△)の調整額△55,360千円は、各報告セグメントに配分していない全社費

用であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失(△)と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。 

 

Ⅱ 当第１四半期連結累計期間（自 平成26年11月１日 至 平成27年１月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円） 

  報告セグメント 
その他 
（注１） 

合計 
調整額 

（注２） 

四半期連結損益
計算書計上額
（注３）  

ソフトウェア 
事業 

売上高          

外部顧客への売上高 342,100 6,071 348,171 － 348,171 

セグメント間の内部売上高
又は振替高 

－ 6,629 6,629 △6,629 － 

計 342,100 12,700 354,800 △6,629 348,171 

セグメント損失(△) △120,795 △6,073 △126,868 △60,751 △187,619 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、各種広報宣伝の企画・

制作、テナント賃貸、コンサルティング等の業務を行っております。

２．セグメント損失(△)の調整額△60,751千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用であり

ます。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３．セグメント損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失(△)と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。 
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